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大 大 阪 と ア ー ト の 出 会 い  
 
 大 阪 府 庁 に は 赤 い 渦 、 大

阪 証 券 取 引 所 ビ ル に は 青 い

三 つ の 三 角 形 （ 写 真 ） が 浮

き 出 す と い う 不 思 議 な ア ー

ト 作 品 に 象 徴 さ れ る 「 大

阪 ・ ア ー ト カ レ イ ド ス コ ー

プ ２ ０ ０ ７ 」 が 、 今 月 ２ １

日 ま で 開 催 中 だ 。  
こ の 催 し は 、 ア ー ト を 大

阪 の 街 や 「 場 」 と コ ラ ボ レ

ー ト さ せ 、 互 い の 力 を 再 発

見 、再 発 掘 す る 試 み で あ る 。

美 術 、演 劇 、ダ ン ス 、音 楽 、

デ ザ イ ン な ど 多 様 な 表 現 を

通 じ て 、 最 新 動 向 を 発 信 し

た り 、 地 元 の ア ー ト 系 Ｎ Ｐ

Ｏ と の 協 働 を 実 現 し て き た 。

第 四 回 目 と な る 今 回 の テ ー

マ は 「 大 大 阪 に あ い た い 」。

船 場 を 中 心 と し た ま ち づ く

り の 動 き と 連 携 し 、 市 内 １

６ 箇 所 で 展 開 さ れ て い る 。  
 船 場 界 隈 で は 、 近 代 建 築

が 主 な 舞 台 で あ る 。例 え ば 、

船 場 ビ ル デ イ ン グ の 屋 上 で

は 、 大 阪 の お ば ち ゃ ん を 形

に し た ヒ ョ ウ 柄 の 人 虫 た ち

が 、 神 社 前 で ま ち の 邪 気 払

い を し て い る 。 芝 川 ビ ル で

は 、 白 い 小 人 た ち に 導 か れ

て 、 美 し い オ ブ ジ ェ や 不 思

議 な 映 像 に 出 会 え る 。 ふ だ

ん は 中 に 入 り に く い 近 代 建

築 物 の 壁 や タ イ ル も 鑑 賞 で

き る か ら 嬉 し い 。  
さ ら に 、 阿 倍 野 区 の 築 七

十 年 の 近 代 長 屋 、 古 い 寺 社

や 坂 道 の あ る 上 町 台 地 、 大

阪 駅 北 側 貨 物 駅 跡 地 の 最 先

端 の 街 づ く り を 目 指 し た 工

事 中 の 白 い パ ネ ル 壁 も ア ー

ト の 舞 台 と な っ て い る 。  
「 ア ー ト で 、 都 市 や 建 物

に“ ひ だ ”を つ く る こ と で 、

そ の 場 所 の 固 有 性 や 流 れ た

時 間 を 表 し 、 街 の 可 能 性 を

引 き 出 す こ と が で き る 」と 、

プ ロ デ ユ ー サ ー の 北 川 フ ラ

ム 氏 は 述 べ る 。 実 際 、 美 術

館 で な く 他 人 の 土 地 で ア ー

ト を 表 現 し よ う と す る と 、

思 い や コ ン セ プ ト を 現 場 の

持 ち 主 に 受 け 入 れ て も ら わ

な い と 始 ま ら な い 。 人 や 場

を ま き こ み コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が 生 ま れ る 。 い ろ い ろ

な 事 が 繋 が っ て い く プ ロ セ

ス で 、 ま ち 、 人 、 ア ー ト の

力 が 引 き 出 さ れ る 。  
歴 史 か ら 未 来 ま で 、 大 阪

の 多 彩 な 物 語 を 再 生 す る

「 場 」 を 、 カ レ イ ド ス コ ー

プ ＝ 万 華 鏡 を 楽 し む よ う に

巡 る 実 験 劇 場 。 ま ず は 気 楽

に 、 地 図 を 片 手 に 街 を あ ち

こ ち 訪 ね て ほ し い 。 ア ー ト

作 品 と と も に 知 ら な か っ た

近 代 建 築 や 街 角 の 表 情 に 出

会 う ユ ニ ー ク な 旅 に な る は

ず だ 。  
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二 〇 〇 四 年 夏 、 堺 筋 に あ

っ た 旧 三 井 住 友 銀 行 船 場 支

店 が 解 体 さ れ た 。 由 緒 あ る

建 物 が い と も 簡 単 に 姿 を 消

し た こ と に 、 悲 観 と 危 機 感

を W E B 上 で 共 有 し た メ ン

バ ー が 集 ま っ た 。そ れ が「 大

オ オ サ カ ま ち 基 盤 」 だ 。  
呼 び か け 人 の 岩 田 雅 希

さ ん は 、「メ ー ル だ け で も あ

ま り に 熱 心 な 内 容 が 多 く 、

是 非 会 い た い と 会 合 を 持 っ

た 」 と 話 す 。 建 築 家 、 造 園

作 家 、 ラ イ タ ー 、 パ テ ィ シ

エ 、 学 生 な ど 異 分 野 の 顔 ぶ

れ が 息 投 合 。 大 阪 が 大 大 阪

と 呼 ば れ モ ダ ン シ テ ィ だ っ

た 頃 の 近 代 建 築 を 見 直 し 、

積 極 的 に 活 用 す る 提 案 を し

て 街 づ く り の 基 盤 に し た い

と い う 思 い を グ ル ー プ 名 に

こ め 、 活 動 を 始 め た 。   
ま ず 、 空 き 室 に な っ て い

た 、 北 浜 の 「 印 度 ビ ル デ ィ

ン グ 」 で イ ベ ン ト を 企 画 し

た 。 自 ら オ ー ナ ー に か け あ

い 、 埃 だ ら け の 部 屋 を 掃 除

し 、 近 代 都 市 や 建 築 の 専 門

家 の 協 力 を 得 た シ ン ポ ジ ウ

ム や サ ロ ン を 実 現 し た 。 半

年 後 に は 、 船 場 伏 見 町 の 芝

川 ビ ル で 、「近 代 建 築 オ ー ナ

ー サ ミ ッ ト 」 を 開 催 。 学 問

的 な 考 察 で は な く 、 オ ー ナ

ー や 使 用 者 側 か ら の 印 象 や

苦 労 談 な ど を 引 き 出 し 、 近

代 建 築 の オ ー ナ ー 同 士 が つ

な が る 機 会 を 創 出 し た 。 一

方 で 、 大 大 阪 時 代 に 創 建 さ

れ た 消 防 署 跡 や 銀 行 跡 な ど 、

シ ャ ッ タ ー が 下 り た ま ま の

建 築 物 の 再 生 提 案 も 行 っ て

い る 。  
 メ ン バ ー 自 身 が 楽 し む た

め に 参 画 し 、 得 意 な こ と を

す る と い う 暗 黙 の ル ー ル の

も と 、 熱 い 思 い が 集 結 す る

と 、 大 き な 力 に な る 。 最 近

で は 近 代 建 築 が 観 光 資 源 と

し て も 着 目 さ れ 、 自 治 体 や

民 間 主 催 の イ ベ ン ト で 、 講

師 や ガ イ ド と し て 声 が か か

る こ と が 増 え た と い う 。  
中 心 メ ン バ ー の 三 木 学

さ ん は 「 近 代 建 築 は 、 バ ブ

ル 期 に 建 て 替 え の た め に 数

多 く 壊 さ れ た 。 今 経 済 が も

ど っ て い る の で 、 ま た 貴 重

な 建 築 物 の 解 体 が 増 え そ う

だ 」 と 危 惧 す る 。 今 後 は 、

戦 後 か ら 昭 和 四 十 年 頃 に 建

て ら れ た 建 築 物 に 焦 点 を 移

し て い く 計 画 だ 。 同 メ ン バ

ー の 高 岡 伸 一 さ ん は 、「時 代

と の つ な が り を 感 じ な が ら 、

街 の 連 続 性 を 解 析 し た い 。

ユ ー ザ ー と し て の 視 点 こ そ 、

街 を 魅 力 的 に 変 え る は ず

だ 」。こ の グ ル ー プ な ら で は

の ア プ ロ ー チ に 期 待 し た い 。 
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 中 南 米 風 の 装 飾 を あ し ら

い 、 ス パ ニ ッ シ ュ 瓦 を 葺 い

た 外 観 に 独 特 の 雰 囲 気 を も

つ「 芝 川 ビ ル 」。地 上 ４ 階 地

下 １ 階 の こ の ビ ル は 、 北 船

場 の 伏 見 町 に 昭 和 ２ 年 に 竣

工 さ れ た 。  
江 戸 期 か ら 続 く 名 家 、 芝

川 家 の ６ 代 目 芝 川 又 四 郎 が 、

「 火 事・地 震 に 強 い 建 物 を 」

と 、 本 邸 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 造 に 建 て 替 え た も の で あ

る 。完 成 後 、昭 和 ４ 年 に「 芝

蘭 社 （ ル ビ ： し ら ん し ゃ ）

家 政 学 園 」 と い う 名 の 花 嫁

学 校 を 設 立 。 洋 裁 ・ 和 裁 、

生 け 花 、 お 茶 、 料 理 な ど の

授 業 が あ り 、 女 学 校 を 卒 業

し た 美 し い 着 物 姿 の 娘 た ち

が こ の ビ ル に 通 っ た と い う 。 
 と こ ろ で 、 数 年 前 ま で 芝

川 ビ ル は 単 な る「 賃 貸 ビ ル 」

と し て 稼 働 率 を 上 げ る た め

の 管 理 運 用 が 担 当 社 員 に よ

り 行 わ れ て い た 。 し か し 平

成 １ ７ 年 、 現 オ ー ナ ー 芝 川

能 一 氏 と 、 近 代 建 築 を 愛 好

す る 研 究 グ ル ー プ 「 大 オ オ

サ カ ま ち 基 盤 」 と の 出 会 い

が 大 き な 転 機 と な っ た 。  
 古 い 建 築 物 が 大 好 き な 研

究 メ ン バ ー は 、 当 ビ ル 倉 庫

で 埃 を か ぶ っ て い た 資 料 の

山 か ら 、 竣 工 時 や 花 嫁 学 校

時 の 写 真 を は じ め 貴 重 な も

の を 数 々 発 掘 。 ま た イ ベ ン

ト を 開 催 す る た め 、 ４ 階 空

き 室 の ペ ン キ 塗 り を 行 い 、

生 ま れ 変 わ っ た そ の 部 屋 で

シ ン ポ ジ ウ ム を 実 現 さ せ た 。  
そ ん な 熱 い 思 い に 触 れ

な が ら 、 芝 川 氏 は 「 彼 ら を

応 援 す る 中 で 、 こ の 建 築 の

価 値 を 再 認 識 し た 。 そ し て

ビ ル を 所 有 す る 千 鳥 土 地 株

式 会 社 の ブ ラ ン ド と し て 、

芝 川 ビ ル を 磨 き 、 活 用 し よ

う と 考 え た 」と 語 る 。従 来 、

使 い 勝 手 が 悪 い 近 代 建 築 物

は 経 営 に 対 し て マ イ ナ ス 効

果 だ と 理 解 さ れ が ち で あ っ

た が 、 そ れ を 逆 転 さ せ よ う

と い う 発 想 で あ る 。  
「 今 後 は 、 花 嫁 学 校 の イ

メ ー ジ に 統 一 す る 方 向 で 、

ま ち な み に も 貢 献 し な が ら 、

ハ ー ド ・ ソ フ ト 両 面 で ビ ル

の 魅 力 を 向 上 さ せ た い 」 と

芝 川 氏 。 竣 工 時 の 姿 を 意 識

し て 床 材 や 照 明 を 更 新 、 増

築 プ レ ハ ブ を 取 り 去 り 、 屋

上 テ ラ ス 空 間 を 復 元 し た 。

２ １ 日 に お 披 露 目 会 を 催 す 。

「 情 報 発 信 の 場 と し て も 、

ぜ ひ 活 用 し て ほ し い 」。  
 坪 効 率 だ け を 基 準 と し な

い 、 近 代 建 築 の ブ ラ ン ド 化

に よ る ビ ジ ネ ス モ デ ル へ 。

新 た な 挑 戦 が は じ ま っ て い

る 。  
 



 船 場 の 御 堂 筋 と 堺 筋 の 間

を 南 北 に 走 る 「 三 休 橋 筋 」。

歴 史 あ る 近 代 建 築 物 や 旧 家 、

歩 く の に 心 地 よ い 幅 １ ２ ．

７ ｍ の 道 幅 、 ト ウ カ エ デ の

街 路 樹 な ど 、 都 心 な が ら 落

ち 着 き と あ た た か み の あ る

ス ト リ ー ト で あ る 。 こ の 三

休 橋 筋 の 資 源 と 可 能 性 を 発

掘 、 発 信 す る 活 動 を 行 う グ

ル ー プ が「 三 休 橋 筋 愛 好 会 」

だ 。  
 メ ン バ ー は 、 都 市 開 発 や

建 築 の 仕 事 に 携 わ る 男 性 ５

人 で ２ ０ ０ ０ 年 ５ 月 に 結 成 。

プ ロ ジ ェ ク ト ご と に リ ー ダ

ー を 決 め る た め 、 全 員 が 代

表 者 だ と い う 。  
０ １ 年 １ １ 月 都 市 公 団

（ 現 ・ 都 市 再 生 機 構 ） 主 催

「 船 場 げ ん き 提 案 コ ン ペ 」

に 応 募 し 、 ア イ デ ア 部 門 の

優 秀 賞 を 受 賞 し た 。 そ れ を

き っ か け に 、 地 元 の 活 動 グ

ル ー プ と の 交 流 が 深 ま る 。

０ ３ 年 １ ０ 月 の 「 せ ん ば

G E N K I ま つ り 」 で は 、三 休

橋 筋 の 連 続 写 真 を 自 ら 撮 影

し 、 ２ ０ ｍ の パ ネ ル を 作 成

し て 紹 介 し た 。 さ ら に 「 え

え は が き 展 」「 三 休 橋 筋 フ ォ

ー ラ ム 」 な ど 、 他 の 活 動 グ

ル ー プ と 連 携 し て イ ベ ン ト

を 開 催 。 昨 年 の 夏 に は 単 行

本『 大 阪 の ひ き だ し 』（ 鹿 島

出 版 会 ）を 共 著 で 出 版 し た 。 
「 ま ち づ く り 計 画 の 提

案 だ け で な く ア イ デ ア を 実

践 す る 大 切 さ に 気 づ い た 」

と メ ン バ ー の 一 人 は 語 る 。   

 大 阪 市 の 道 路 部 局 が 進 め

る 「 三 休 橋 筋 プ ロ ム ナ ー ド

整 備 」 事 業 に も ス タ ー ト 時

点 か ら 関 わ り 、 ま ち づ く り

の 視 点 や ソ フ ト の 仕 掛 け 、

地 元 と の 連 携 の 重 要 性 を 主

張 し た 。 他 に も 依 頼 さ れ て

発 信 す る 機 会 が 増 え て き た 。

そ の 成 果 か 、「 三 休 橋 筋 」の

メ デ ィ ア 登 場 回 数 が 昨 年 は

一 昨 年 の ３ 倍 以 上 に な っ た 。 
 愛 好 会 の メ ン バ ー 同 士 、

無 理 せ ず 柔 軟 に 、 皆 が 楽 し

く 関 わ れ る こ と を 大 切 に し

て い る 。 そ れ が 活 動 を 続 け

る 秘 訣 だ ろ う 。 今 後 は 、 三

休 橋 筋 の 地 元 の 表 情 が 見 え

る よ う な 手 作 り の 媒 体 を 発

信 し た い と 、 各 自 で 構 想 を

あ た た め て い る よ う だ 。  
 今 年 ６ 月 ９ 日 、 地 元 団 体

に よ り 三 休 橋 筋 の １ ３ 本 の

ガ ス 燈 が 点 火 さ れ る 。 数 年

後 に は ５ ０ 本 設 置 さ れ る 計

画 だ 。 中 之 島 公 園 か ら 心 斎

橋 、 道 頓 堀 界 隈 ま で 、 三 休

橋 筋 が つ な ぐ こ と で 回 遊 性

が 生 ま れ る 。 歩 い て 楽 し め

る 都 心 の 魅 力 創 出 に 向 け 、

さ ら な る 展 開 に 期 待 し た い 。 
 
 
 
写 真 ： 三 休 橋 筋 愛 好 会  
左 か ら 梶 木 盛 也 さ ん 、 岸 田

文 夫 さ ん 、 篠 原 祥 さ ん 、 根

津 昌 彦 さ ん 、 森 山 秀 二 さ ん  


